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ボ
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治
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美
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手
代
木
　
俊
　
一

本
稿
は
、
明
治
学
院
大
学
と
港
区
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
文
化
健
康
財
団

の
共
催
、
明
治
学
院
大
学
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
二
三
〇
一
教
室
で

行
な
わ
れ
た
『
近
代
日
本
と
西
洋
音
楽
（
二
〇
一
一
年
度
後
期
明
治
学
院

大
学
港
区
民
大
学
公
開
講
座
）』
に
お
け
る
発
表
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月

一
四
日
）
の
内
容
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

西
洋
音
楽
と
い
う
と
芸
術
音
楽
を
ま
ず
想
起
す
る
が
、
日
本
は
近
代
化

に
あ
た
っ
て
軍
楽
隊
、
教
育
音
楽
、
体
操
の
伴
奏
等
芸
術
と
は
い
え
な
い

実
用
的
・
付
帯
的
な
音
楽
も
西
洋
の
音
楽
を
導
入
し
た
。
讃
美
歌
・
聖
歌

（
以
下
、
讃
美
歌
）
も
こ
の
部
類
に
属
す
る
。
讃
美
歌
の
音
楽
は
そ
の
多

く
に
西
洋
音
楽
が
用
い
ら
れ
た
が
、
教
育
を
受
け
た
専
門
家
が
歌
う
の
で

は
な
く
、
音
楽
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
で
も
歌
え
る
こ
と
を
前
提
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。

初
代
総
理
（
院
長
）
が
ヘ
ボ
ン
で
あ
る
明
治
学
院
は
一
八
六
三
年
既

に
学
校
組
織
を
持
っ
て
い
た
ヘ
ボ
ン
塾
を
そ
の
起
源
と
し
、
来
年
の

二
〇
一
三
年
に
創
立
一
五
〇
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
明
治
学
院

記
念
館
の
二
階
会
議
室
に
は
創
設
に
関
わ
っ
た
三
人
の
宣
教
師
、ヘ
ボ
ン
、

フ
ル
ベ
ッ
キ
、
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
開
港

と
と
も
に
来
日
し
た
三
人
の
宣
教
師
は
と
も
に
讃
美
歌
（
歌
詞
を
含
む
）、

音
楽
（
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
）
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。

ヘ
ボ
ン
は
趣
味
で
は
あ
っ
た
が
フ
ル
ー
ト
を
奏
し
、
明
治
初
期
の

讃
美
歌
の
翻
訳
を
し
た
。
フ
ル
ベ
ッ
キ
は
『
新
撰
讃
美
歌
』（
明
治

二
一
年
）
の
編
纂
、『
讃
美
歌　

全
』（
明
治
一
四
、一
五
、一
六
年
）
の

伴
奏
譜
を
作
成
し
た
。
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
も
『
讃
美
歌　

全
』（
明
治

一
四
、一
五
、一
六
年
）
を
編
集
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
も
長
け
、
一
八
五
九

年
の
開
港
と
と
も
に
ピ
ア
ノ
、リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
を
携
え
て
来
日
し
た
1
。

こ
れ
は
禁
教
下
の
家
庭
礼
拝
に
使
用
す
る
た
め
だ
っ
た
。
歌
わ
れ
た
讃
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美
歌
が
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
一
八
六
三
年
三
月
三
日
付
書
簡
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
の
司
会
で
祝
祷
の
後
、
一
同
で
終
わ
り

の
讃
美
歌
、
わ
た
し
た
ち
の
讃
美
歌
五
八
八
番
（
現
行
讃
美
歌
二
二
三

番
）
―
…
…
（
略
）
…
…
―
が
う
た
わ
れ
ま
し
た
2
」。
二
〇
〇
九
年
は

開
港
一
五
〇
周
年
、
宣
教
師
来
日
一
五
〇
周
年
で
あ
っ
た
が
、
ブ
ラ
ウ

ン
が
ピ
ア
ノ
、
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
を
持
っ
て
来
日
し
た
こ
と
で
、
近
代

日
本
（
本
土
）
に
お
け
る
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
一
五
〇
周
年
、
キ
リ
ス
ト
教

礼
拝
音
楽
一
五
〇
周
年
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
は
神
へ
の
賛
美
の
音
楽
で
あ
る
讃
美
歌
を
会

衆
が
歌
う
こ
と
と
そ
の
国
の
言
語
で
歌
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
そ

れ
故
来
日
宣
教
師
は
讃
美
歌
を
翻
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
讃
美

歌
を
歌
う
た
め
の
詩
と
し
て
訳
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
五
九

年
来
日
し
た
宣
教
師
は
讃
美
歌
を
訳
し
は
じ
め
た
が
、
数
も
増
え
、
最
初

に
讃
美
歌
集
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
明
治
六
（
一
九
七
三
）
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
横
浜
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
現
存
し

な
い
。『
幻
の
明
治
六
年
版
』
と
い
わ
れ
る
讃
美
歌
集
の
改
訂
増
補
版
で

あ
る
明
治
七
年
刊
の
『
教
の
歌
』
か
ら
『
幻
の
明
治
六
年
版
』
も
Ｈ
・
ル

ー
ミ
ス
と
奧
野
昌
綱
が
編
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
教
の
歌
』
は
一
九

篇
の
讃
美
歌
か
ら
成
り
、
殆
ど
が
翻
訳
で
あ
り
、
曲
も
す
べ
て
欧
米
の
も

の
で
あ
る
。
訳
者
は
、
Ｈ
・
ル
ー
ミ
ス
、
奧
野
昌
綱
、
Ｊ
・
Ｈ
・
バ
ラ
、
ス

タ
ウ
ト
、
本
田
庸
一
、
そ
し
て
ヘ
ボ
ン
で
あ
る
。
ル
ー
ミ
ス
は
ヘ
ボ
ン
塾

の
講
師
で
も
あ
り
、
奧
野
昌
綱
は
ヘ
ボ
ン
の
日
本
語
教
師
で
、
明
治
期
の

讃
美
歌
集
の
嚆
矢
は
ヘ
ボ
ン
塾
の
関
係
者
が
中
心
で
あ
っ
た
。

こ
の
ヘ
ボ
ン
塾
で
は
讃
美
歌
が
教
え
ら
れ
て
い
た
。
Ｇ
・
オ
ル
チ
ン

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
以
前
に
、

英
語
の
歌
を
日
本
人
や
外
国
人
に
教
え
て
い
た
と
こ
ろ
は
、ミ
セ
ス
・

ヘ
ボ
ン
の
開
い
た
日
曜
学
校
で
、
そ
れ
は
ヘ
ボ
ン
施
療
所
に
あ
っ
た
。

日
本
の
子
供
た
ち
の
授
業
は
別
の
部
屋
で
行
な
わ
れ
、
時
間
も
多
分

別
の
時
間
帯
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
―
略
―
英
語
で《Jesu

s 

lo
ves m

e

》や
、そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
讃
美
歌
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
3
」。

さ
て
、
ヘ
ボ
ン
塾
に
関
係
の
深
い
ル
ー
ミ
ス
と
奥
野
昌
綱
に
よ
っ
て
改

訂
さ
れ
て
い
く
ゴ
ー
ブ
ル
訳
の
讃
美
歌
の
変
遷
を
み
て
い
こ
う
。

（
一
）

よ
い
ち
、
ご
ざ
り
ま
す 

Y
o

i tci go
zarim

as,

た
い
そ
う
ゑ
ん
ぽ
う 

Taiso
 em

p
o

,

せ
い
じ
ん　

ゑ
い
よ
に
た
つ 

Seijin
 yeyo

n
i tatsu

た
の
し
も 

Tan
  O

cim
o

う
れ
し　

う
と
う
て 

U
reci u

to
te

わ　

いマ
マ

く
に
し
だ
い
こ
め
い 

W
a Sku

n
u

ci d
aiko

m
ei

ひ
ゞ
く　

ほ
ま
れ　

ほ
め
ら
れ
よ 

H
ib

iku
 h

o
m

are H
o

m
erar-

eyo

（
翻
訳
年
不
明
、明
治
二
六﹇
一
八
八
三
﹈年
九
月
一
〇
日
付
ベ
ン
ネ
ッ

ト
宛
ゴ
ー
ブ
ル
書
簡
4
）
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（
二
）

ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
、
タ
イ
ソ
フ
遠
方
、
尊
者
栄
華
ニ
立
ツ
、
日
出

ノ
ヤ
フ
、

ア
ゝ
カ
レ
ウ
マ
ク
、
主
救
者
ホ
メ
ル
、
名
挙
ケ
高
ク
、
讃
美
セ
ヨ
、

ヨ
キ
土
地
キ
タ
ル
、早
々
コ
ヨ
、モ
フ
マ
タ
マ
タ
ヌ
、ソ
フ
ヨ
カ
ロ
フ
、

ア
ヽ
ワ
レ
ウ
レ
シ
、
罪
ヲ
モ
ユ
ル
シ
、
主
汝
ト
モ
ニ
、
サ
イ
ワ
イ
ア

ロ
フ
、

ヨ
キ
土
地
ス
ベ
テ
、
人
ヒ
カ
ル
、
天
父
カ
マ
ツ
テ
、
ア
イ
キ
ヘ
ヌ
、

ア
ヽ
天
ニ
ハ
シ
レ
、
御
褒
美
ト
リ
テ
、
日
ヨ
リ
ス
ク
レ
、
光
明
ア
ロ

フ
、（
ゴ
ー
ブ
ル
訳
）

（
明
治
五
﹇
一
八
七
二
﹈
年
、
早
稲
田
大
学
大
隈
重
信
文
書
よ
り
5
）

（
三
）

よ
い
国
あ
り
ま
す　

た
い
そ
う
遠
方

信
者
は
栄
え
て　

光
り
ぞ

（
明
治
五
〜
七
﹇
一
八
七
二
〜
一
八
七
四
﹈
年
、
Ｇ
・
オ
ル
チ
ン
著
、

手
代
木
俊
一
訳
「
日
本
に
お
け
る
讃
美
歌
6
」）

（
四
）

楽
し
い
国
は　

と
お
く
あ
り

信
者
は
栄
え　

悦
ぶ

（
明
治
五
〜
七
﹇
一
八
七
二
〜
一
八
七
四
﹈
年
、
Ｇ
・
オ
ル
チ
ン
著
、

手
代
木
俊
一
訳
「
日
本
に
お
け
る
讃
美
歌
7
」）

（
五
）

楽
し
い
国
は
徳
あ
る　

信
者
は
栄
悦
ふ

耶
蘇
を
崇
め
よ　

い
と
よ
く
譽
よ

加
様
に
謡
ふ
限
り
な
い

（
ル
ー
ミ
ス
・
奥
野
訳
『 ﹇
讃
美
歌
﹈（
高
木
玄
眞
筆
写
本
）』　

明
治

七
﹇
一
八
七
四
﹈
年
初
期
）

（
六
）

た
の
し
き
く
に
は　

と
お
く
あ
る

し
ん
じ
ゃ
は
さ
か
え　

か
ゞ
や
く

エ
ス
を
あ
が
め
て　

い
と
よ
く
う
た
へ

こ
ゑ
を
た
か
め　
　

た
え
せ
ず

（
ル
ー
ミ
ス
・
奥
野
訳
『
教
の
う
た
』　

明
治
七
﹇
一
八
七
四
﹈
年

一
二
月
）

＊
原
歌
詞

1 

THERE is a happy land,

 Far,  far away,

Where saints in glory stand,

 Bright, bright as day;

Oh how they sweetly sing;

Worthy is our Savior King;

Loud let His praises ring--

 Praise, praise for aye



18

六
種
の
う
ち（
一
）〈
よ
い
ち
、ご
ざ
り
ま
す
〉
は
翻
訳
年
は
不
明
だ
が
、

一
番
古
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
最
初
に
掲
載
し
た
。
実
際
こ
の
六
種
の
歌

詞
を
歌
っ
て
み
る
と
、
一
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
っ
た
歌
詞
の
変
遷
と
は

思
え
な
い
程
、
変
化
し
て
い
る
。

冒
頭
、「
讃
美
歌
を
歌
う
た
め
の
詩
と
し
て
訳
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
」
と
述
べ
た
が
、
讃
美
歌
は
日
本
語
で
歌
う
西
洋
音
楽
な
の
で
日
本

語
と
西
洋
音
楽
の
適
合
が
問
題
と
な
る
。

ゴ
ー
ブ
ル
訳
の
（
一
）〈
よ
い
ち
、
ご
ざ
り
ま
す
〉、（
二
）〈
ヨ
キ
土
地

ア
リ
マ
ス
〉
で
は
、
彼
は
日
本
語
を
シ
ラ
ブ
ル
を
単
位
と
し
て
捉
え
て
い

る
か
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。（
三
）〈
よ
い
国
あ
り
ま
す
〉
は
Ｇ
・
オ
ル

チ
ン
の
著
書
の
中
に
し
か
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
翻
訳
で
あ
る
。
次
に
訳
し

た
と
思
わ
れ
る
（
四
）〈
楽
し
い
国
は　

と
お
く
あ
り
〉
と
日
本
語
の
歌

と
し
て
の
完
成
度
に
高
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。（
三
）〈
よ
い
国
あ
り
ま

す
〉
は
、
こ
の
四
行
分
し
か
我
々
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
し
か

し
次
の
（
四
）〈
楽
し
い
国
は
〉
は
そ
れ
に
似
た
訳
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、

（
五
）の
『﹇
讃
美
歌
﹈（
高
木
玄
眞
筆
写
本
）』
に
見
出
さ
れ
る
。（
三
）〈
よ

い
国
あ
り
ま
す
〉
も
（
四
）〈
楽
し
い
国
は　

と
お
く
あ
り
〉（
五
）〈
楽

し
い
国
は
徳
あ
る
〉（
六
）〈
た
の
し
き
く
に
は　

と
お
く
あ
る
〉
も
す
で

に
一
音
符
に
一
シ
ラ
ブ
ル
を
当
て
は
め
る
と
い
う
こ
と
か
ら
離
れ
、
一

音
符
に
一
語
（
一
文
字
、
一
音
）
を
対
応
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

日
本
語
で
歌
い
や
す
い
よ
う
に
譜
面
も
本
来
の
４
／
８
か
ら
４
／
４
拍

子
と
し
て
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ミ
ー
タ
ー
（
詩
形
）
も

６
４
６
４
６
６
６
４
だ
っ
た
も
の
が
七
五
調
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
偶

然
か
も
し
れ
な
い
が
、こ
の
讃
美
歌
は
ヨ
ナ
抜
き
五
音
音
階
の
曲
で
あ
る
。

（
一
）〈
よ
い
ち
、ご
ざ
り
ま
す
〉、（
二
）〈
ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
〉
と
（
三
）

〈
よ
い
国
あ
り
ま
す
〉、（
四
）〈
楽
し
い
国
は
〉（
五
）〈
楽
し
い
国
は
徳
あ

る
〉（
六
）〈
た
の
し
き
く
に
は　

と
お
く
あ
る
〉
の
間
に
存
在
す
る
何
も

の
か
、
日
本
語
讃
美
歌
が
ま
さ
に
日
本
語
と
し
て
歌
わ
れ
る
讃
美
歌
に
な

っ
た
過
程
を
表
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
の
歌
の
特
徴
で
あ
る

一
音
符
に
一
語
（
一
文
字
、
一
音
）、
七
五
調
、
４
／
４
、
韻
を
踏
ま
な
い
、

ヨ
ナ
抜
き
五
音
音
階
が
既
に
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

過
程
に
は
ヘ
ボ
ン
塾
関
係
者
が
関
わ
っ
て
い
た
。

2

Come to this happy land.

 Come, come away;

Why will ye doubting stand, 

Why still delay?

Oh, we shall happy be,

When from sin and sorrow free;

Lord, we shall live with Thee—

 Blest, Blest for aye.

3

Bright in that happy land,

 Beams every eye;

  Kept by a Father’s hand,

 Love cannot die.

  Oh, then, to glory run;

  Be a crown and kingdom won

  And bright above the sun,

 We’ll reign for aye.

                     A. Young (1843)
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ま
た
宣
教
師
は
讃
美
歌
を
日
本
語
に
訳
す
際
、
詩
と
し
て
の
韻
を
踏
ん

で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
原
歌
詞
の
第
一

節
の
一
、三
行
目
「Lan

d

」「Stan
d

」
の
と
こ
ろ
が
、（
一
）〈
よ
い
ち
、

ご
ざ
り
ま
す
〉
で
は
、「
ま
す
」「
た
つ
」、（
二
）〈
ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
〉

で
も
「
ま
す
」、「
た
つ
」、
二
、四
、八
行
目
の
「aw

ay

」「as d
ay

」「aye

」

の
と
こ
ろ
は
、（
一
）〈
よ
い
ち
、ご
ざ
り
ま
す
〉で
は「
ゑ
ん
ぽ
う
」の「
ぽ
ー
」

「
も
ー
」「
よ
ー
」と
脚
韻
を
踏
み
、（
二
）〈
ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
〉で
は「
遠

方
」
の
「
ぽ
う
」「
ヤ
フ（
よ
う
）」「
ヨ（
よ
う
）」
と
な
っ
て
い
る
。
五
、六
、

七
行
目
の
「sin

g

」「kin
g

」「rin
g

」
は
（
一
）〈
よ
い
ち
、ご
ざ
り
ま
す
〉

で
は
、「
て
」「
め
い（
え
い
）」「
れ
」、（
二
）〈
ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
〉で
は
、「
う

ま
く
」「
ほ
め
る
」「
た
か
く
」
と
な
っ
て
い
る
が
、（
三
）〈
よ
い
国
あ
り

ま
す
〉（
四
）〈
楽
し
い
国
は
〉（
五
）〈
楽
し
い
国
は
徳
あ
る
〉（
六
）〈
た

の
し
き
く
に
は　

と
お
く
あ
る
〉
の
で
も
韻
は
踏
ん
で
い
る
が
、（
一
）〈
よ

い
ち
、
ご
ざ
り
ま
す
〉、（
二
）〈
ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
〉
ほ
ど
徹
底
的
に

は
韻
を
踏
ん
で
は
い
な
い
。
韻
を
踏
む
よ
う
に
訳
す
こ
と
は
言
葉
の
制
限

を
受
け
る
作
業
だ
が
、
別
な
理
由
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
韻
を
踏
む
こ

と
を
止
め
て
い
る
。
宣
教
師
た
ち
は
、
こ
の
頃
に
は
韻
に
単
な
る
語
呂
合

わ
せ
以
上
の
意
味
を
見
出
せ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
こ
の
翻
訳
過
程
同
様
韻
を
踏
む
日
本
語
讃
美
歌
は
殆
ど
な
く
な
っ

た
。讃

美
歌
は
宗
教
詩
で
あ
る
以
上
、
詩
と
し
て
の
趣
を
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
二
）〈
ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
〉
の
三
節
四
行
目
に
「
あ
い

き
へ
ぬ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、「lo

ve can
n

o
t d

ie

」
の
訳
で
あ
る
。

聖
書
翻
訳
で
あ
れ
ば
「
愛
が
絶
え
る
は
ず
が
な
い
」
と
か
「
愛
は
決
し
て

滅
び
な
い
」
と
訳
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は
詩
と
し
て
の
趣
に

か
け
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
こ
れ
ら
の
訳
で
は
意
味
は
伝
わ
っ
て
も
曲

に
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
ア
イ
キ
ヘ
ヌ
」
の
原
歌
詞
は
「Lo

ve can
n

o
t d

ie

」
だ
が
、
こ
の
訳

文
は
一
八
五
九
年
に
新
訳
、
一
八
六
二
年
に
旧
約
を
出
版
し
た
カ
ル
バ
ー

ト
ソ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
版
漢
訳
聖
書
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
箇
所

だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「Lo

ve

」
の
名
詞
形
に
対
し
て
、
そ
れ
以

前
の
版
で
は
「
仁
」
を
も
ち
い
て
い
た
も
の
が
、こ
の
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
・

ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
版
に
い
た
っ
て
初
め
て
「
愛
」
を
も
ち
い
て
い
る
の
で
あ

る
8
。
バ
プ
テ
ス
ト
系
の
宣
教
師
ゴ
ー
ブ
ル
が
『
摩
太
福
音
書
』
を
和
訳

す
る
に
あ
た
っ
て
底
本
と
し
た
中
心
は
バ
プ
テ
ス
ト
系
の
一
八
五
三
年
ゴ

ダ
ー
ド
版
9

だ
が
、
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
版
10
に
も
強
い

影
響
を
受
け
て
い
た
一
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。Lo

ve

の
訳
語
と
し
て

は
、
ヘ
ボ
ン
も
『
和
英
語
林
集
成
』（
初
版
、
一
八
六
七
年
）
で
は
「
愛
」

で
は
な
く
「
寵
愛
」「
い
つ
く
し
み
」
等
を
あ
げ
て
い
る
。
英
華
辞
書
で

も
モ
リ
ソ
ン
版
（
一
八
二
二
年
）「
愛
慕
」、メ
ド
ハ
ー
ス
ト
版
（
一
八
四
七

年
）「
愛
情
」「
寵
」「
仁
」
だ
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
『
英
華
韻
府
歴
階
』

（
一
八
四
四
年
）、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
版
の
英
華
辞
書
（
一
八
六
六
〜
六
九
年
）

に
到
っ
て
「
愛
情
」
の
他
に
「
愛
」
が
登
場
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の

『
英
華
韻
府
歴
階
』（
一
八
四
四
年
）
の
影
響
で
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
・
ブ
リ

ッ
ジ
マ
ン
版
漢
訳
聖
書
（
一
八
五
九
年
）
が
生
ま
れ
、
そ
の
影
響
を
受
け

て
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
辞
書
（
一
八
六
六
〜
六
九
年
）
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
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か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ど
ち
ら
か
の
影
響
下
に
「
ア
イ
キ
ヘ

ヌ
」
と
い
う
訳
が
生
ま
れ
た
の
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
日
本
語
で

Lo
ve

を
「
愛
」
と
訳
し
た
初
め
て
の
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
神
は
愛
」

等
、
日
本
語
と
し
て
「
愛
」
と
い
う
言
葉
は
定
着
し
て
い
る
が
、
現
在
使

用
し
て
い
る
「
愛
」
と
い
う
言
葉
は
英
華
辞
典
、
漢
訳
聖
書
か
ら
生
ま
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ヘ
ボ
ン
塾
か
ら
の
流
れ
の
帰
結
で
あ
っ
た
明
治
学
院
、
そ
し
て
明
治
の

讃
美
歌
を
語
る
上
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
明
治
学
院
教
授
で
あ
っ
た

植
村
正
久
、
明
治
学
院
の
学
生
で
あ
っ
た
島
崎
藤
村
と
讃
美
歌
の
関
係
で

あ
る
。
藤
村
は
全
詩
詞
の
中
で
二
篇
（〈
逃
げ
水
〉〈
月
光
〉）
を
除
い
て
す

べ
て
七
五
・
五
七
調
で
作
詩
し
て
い
る
。
青
木
美
穂
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
二

篇
は
明
ら
か
に
讃
美
歌
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
11
。

そ
の
内
の
一
つ
〈
逃
げ
水
〉
と
植
村
正
久
訳
の
讃
美
歌
〈
ゆ
う
ぐ
れ
し

づ
か
に
〉
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

「
若
菜
集
」（
明
治
三
〇
年
）  

『
新
撰
讃
美
歌
』
第
四

小
詩
二
首
『
藤
村
詩
集
』 
 

「
礼
拝
夕
」
植
村
正
久
訳

（
明
治
三
七
年
）  

 

（
明
治
二
一
年
）

　
　
　
　

一
〈
逃
げ
水
〉

ゆ
ふ
ぐ
れ
し
づ
か
に 

一　

ゆ
ふ
ぐ
れ
し
づ
か
に

　
　
　
　
　

ゆ
め
み
ん
と
て 

　
　

い
の
り
せ
ん
と
て

よ
の
わ
づ
ら
ひ
よ
り 

　
　

よ
の
わ
づ
ら
ひ
よ
り

　
　
　
　
　

し
ば
し
の
が
る 

　
　

し
ば
し
の
が
る

き
み
よ
り
ほ
か
に
は 

二　

か
み
よ
り
ほ
か
に
は

　
　
　
　
　

し
る
も
の
な
き 

　
　

き
く
も
の
な
き

花
か
げ
に
ゆ
き
て 

　
　

木
か
げ
に
ひ
れ
ふ
し

　
　
　
　
　

こ
ひ
を
泣
き
ぬ 

　
　

つ
み
を
く
い
ぬ

す
ぎ
こ
し
ゆ
め
じ
を 

三　

す
ぎ
こ
し
め
ぐ
み
を

　
　
　
　
　

お
も
ひ
み
る
に 

　
　

お
も
ひ
つ
ゞ
け

こ
ひ
こ
そ
つ
み
な
れ 

　
　

い
よ
ゝ
ゆ
く
す
ゑ
の

　
　
　
　
　

つ
み
こ
そ
こ
ひ 

　
　

さ
ち
を
ぞ
ね
が
ふ

い
の
り
も
つ
と
め
も 

四　

う
れ
ひ
も
な
や
み
も

　
　
　
　
　

こ
の
つ
み
ゆ
ゑ 

　
　

わ
が
み
か
み
に

た
の
し
き
そ
の
へ
と 

　
　

ま
か
す
る
こ
と
を
ぞ

　
　
　
　
　

わ
れ
は
ゆ
か
じ 

　
　

よ
ろ
こ
び
と
せ

影
響
と
い
う
よ
り
藤
村
は
少
し
文
字
を
代
え
、
恋
愛
の
詩
に
し
た
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。
藤
村
は
何
故
七
五
調
で
は
な
く
八
六
調
で
詩
を
書
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
讃
美
歌
は
詩
と
し
て
読
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
歌
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
歌
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
讃
美
歌
〈
ゆ
う
ぐ
れ
し
づ
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ヘボン塾と明治の讃美歌

か
に
〉
に
は
楽
譜
が
存
在
す
る
。
藤
村
は
歌
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
す

な
わ
ち
讃
美
歌
〈
ゆ
う
ぐ
れ
し
づ
か
に
〉
の
曲
〈C

O
O

LIN
G

〉
で
歌
う

こ
と
を
念
頭
に
こ
の
〈
逃
げ
水
〉
を
作
詩
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ

こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
ず
明
治
の
讃
美
歌
の
中
核
を
担
う
植
村
正
久
に
つ

い
て
論
じ
た
い
12
。

植
村
正
久
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
五
）
は
、
江
戸
の
旗
本
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
道
太
郎
。
横
浜
、
バ
ラ
塾
、
ブ
ラ
ウ
ン
塾
に
学
び
、

明
治
六
年
、
一
七
歳
の
時
Ｊ
・
Ｈ
・
バ
ラ
か
ら
受
洗
。
明
治
一
二
年
東
京
一

致
神
学
校
を
卒
業
、
下
谷
教
会
、
番
町
一
致
教
会
（
後
の
一
番
町
教
会
、

富
士
見
町
教
会
）
の
牧
師
を
つ
と
め
た
。
明
治
二
二
年
明
治
学
院
教
授
に

就
任
、
明
治
三
六
年
明
治
学
院
教
授
を
辞
し
て
明
治
三
七
年
東
京
神
学
社

（
現
東
京
神
学
大
学
）
を
創
設
、
牧
師
を
養
成
し
た
。
明
治
一
三
年
小
崎

弘
道
、井
深
梶
之
助
と
東
京
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
を
組
織
し
、機
関
紙
『
六

合
雑
誌
』
を
創
刊
。
明
治
一
六
年
『
東
京
毎
週
新
報
』、明
治
二
三
年
『
日

本
評
論
』、『
福
音
週
報
』（
後
の
『
福
音
新
報
』）
を
創
刊
し
て
主
筆
と
な

っ
た
。『
真
理
一
班
』
他
著
作
は
多
数
存
在
す
る
。
大
正
一
四
年
に
柏
木

の
自
宅
で
急
逝
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
界
き
っ
て
の
論
客
で
あ
り
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
評
伝
を
『
日

本
評
論
』
に
発
表
す
る
な
ど
英
文
学
に
も
精
通
し
て
い
た
。
バ
ー
ン
ズ
、

ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
等
数
多
く
詩
作
品
を
訳
し
て
い
る
。
ま
た
讃
美
歌
も
多

数
翻
訳
し
、讃
美
歌
集（『
新
撰
讃
美
歌
』）の
編
集
、そ
し
て
讃
美
歌
論（
讃

美
歌
編
輯
の
事
を
記
す
）
も
展
開
し
て
い
る
。
翻
訳
に
関
し
て
は
、
島
崎

藤
村
の
詩
《
逃
げ
水
》（『
若
菜
集
』
所
収
）に
影
響
を
与
え
た
讃
美
歌
〈
ゆ

う
ぐ
れ
し
づ
か
に
〉（
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
母
、フ
ィ
ー
ビ
・
ブ
ラ
ウ
ン
作
）

を
翻
訳
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

植
村
正
久
の
讃
美
歌
に
関
す
る
主
な
業
績
は
以
下
の
三
件
が
あ
げ
ら
れ

る
。

（
一
）　

明
治
一
六
﹇
一
八
八
三
﹈
年
、『
東
京
毎
週
新
報
』
に
「
讃
美
歌

編
輯
の
事
を
記
す
」
を
投
稿
し
た
。
こ
れ
は
日
本
人
最
初
の
讃
美
歌

論
で
あ
る
13
。

（
二
）　

明
治
二
一
﹇
一
八
八
八
﹈
年
、『
新
撰
讃
美
歌
』
の
編
集
の
中
心

を
担
っ
た
。（
楽
譜
付
は
明
治
二
三
﹇
一
八
九
〇
﹈
年
）

（
三
）　

讃
美
歌
に
関
す
る
論
文
、
記
事
、
エ
ッ
セ
イ
等
を
雑
誌
、
新
聞
等

に
多
数
執
筆
し
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
が
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
』

や
著
作
集
、
全
集
に
纏
め
ら
れ
、
明
治
ば
か
り
で
な
く
、
大
正
、
昭

和
の
讃
美
歌
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
14
。

　

ま
ず
植
村
正
久
が
執
筆
し
た
『
東
京
毎
週
新
報
』
の
「
讃
美
歌
編
輯
の

事
を
記
す
」
か
ら
「
植
村
正
久
と
讃
美
歌
」
を
進
め
た
い
。
以
下
「
讃
美

歌
編
輯
の
事
を
記
す
」
を
転
載
す
る
15
。

　

『
東
京
毎
週
新
報
』
第
一
六
号
（
明
治
一
六
﹇
一
八
八
三
﹈
年
一
一

月
三
〇
日
）、
一
〇
〜
一
一
頁
。

讃
美
歌
編
輯
の
事
を
記
す
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頃
日
府
下
に
開
か
れ
た
る
一
致
教
會
の
大
會
に
お
い
て
從
來
の
讃

美
歌
改
正
編
纂
の
委
員
を
置
か
れ
た
り
。
日
本
基
督
各
教
會
の
事
は

す
べ
て
創
業
に
係
る
を
以
て
容
易
に
完
全
を
期
す
べ
か
ら
ず
と
い
へ

ど
も
禮
拜
に
用
う
る
音
樂
讃
美
歌
の
如
き
は
最
も
不
整
頓
の
有
様
な

り
と
思
は
る
。
故
に
彼
の
大
會
が
左
る
委
員
を
置
か
れ
た
る
は
至
極

目
下
の
事
情
に
適
切
の
事
な
る
べ
し
。
近
來
は
文
部
省
に
て
も
頻
り

に
音
樂
の
事
に
熱
心
せ
ら
れ
、
ま
た
民
間
に
は
近
體
詩
と
か
稱
ふ
る

も
の
を
作
る
學
者
あ
り
て
、
早
晩
音
樂
詠
歌
の
體
裁
を
一
變
す
る
支

度
最
中
な
り
と
覺
ゆ
。
余
は
今
日
ま
で
に
屡
詩
歌
音
樂
の
事
を
論
じ

た
る
こ
と
あ
り
し
が
、
聊
か
感
ず
る
所
あ
れ
ば
こ
ゝ
又
二
三
の
考
案

を
述
べ
て
此
道
に
志
あ
る
人
々
に
問
い
試
み
ん
と
欲
す
。

　

第
一　

彼
の
近
體
詩
と
か
い
ふ
も
の
は
往
々
野
卑
に
し
て
毫
も
字

句
言
語
の
法
則
に
從
は
ず
、
余
輩
を
し
て
自
ら
厭
棄
の
情
を
起
こ
さ

し
む
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
此
は
余
が
曩
に
六
合
雜
誌
に
批
評
し
た

る
が
如
し
。
左
れ
と
此
の
卑
俗
に
流
る
ゝ
は
一
方
の
極
端
な
れ
ど
之

に
反
し
て
他
の
極
端
に
流
る
ゝ
も
の
も
亦
好
ま
し
か
ら
ず
。
兎
角
吾

が
邦
の
風
と
し
て
古
に
泥
み
て
今
を
俗
と
す
る
の
弊
は
萬
般
の
事
物

を
澁
滯
せ
し
め
た
る
な
り
。
殊
に
言
語
の
ご
と
き
は
日
に
月
に
變
遷

す
る
も
の
な
れ
ば
、
強
ち
に
古
書
に
あ
る
も
の
ゝ
み
を
雅
と
し
て
用

う
る
は
大
い
に
不
可
な
る
べ
し
。
譬
へ
ば
吾
が
眼
前
に
少
壯
肥
大
の

活
物
あ
る
を
も
顧
み
ず
、
深
山
の
雪
を
か
き
わ
け
て
古
代
の
遺
骨
を

取
り
集
め
之
を
牛
馬
の
形
に
組
み
立
て
使
用
せ
ん
と
欲
す
る
に
同
じ
、

ま
た
陋
な
ら
ず
や
。
此
誤
謬
の
由
來
を
尋
ぬ
れ
ば
雅
俗
の
意
義
を
解

し
過
ま
り
た
る
な
り
。
蓋
し
雅
と
は
古
書
に
用
ゐ
た
る
が
故
に
雅
に

あ
ら
ず
、
實
際
今
人
の
耳
に
品
良
く
聞
ゆ
る
を
も
て
雅
と
す
べ
し
。

俗
と
は
後
世
の
書
籍
俗
間
の
野
史
な
ど
に
の
み
あ
り
て
古
書
に
は
之

な
き
が
故
に
俗
な
る
に
あ
ら
ず
、
實
際
今
人
の
耳
に
聞
く
を
厭
ふ
を

も
て
俗
な
り
と
す
。
故
に
從
來
雅
言
と
稱
へ
た
る
も
の
に
も
俗
語
あ

る
べ
く
、
ま
た
俗
語
と
て
和
學
者
流
の
卑
し
め
た
る
も
の
の
う
ち
に

も
吾
が
所
謂
雅
言
は
之
あ
る
な
ら
ん
。
此
緊
要
な
る
差
別
あ
る
を
忘

る
ゝ
よ
り
さ
ま
ざ
ま
の
弊
風
を
生
じ
た
る
こ
と
な
り
。
讃
美
歌
な
ど

編
輯
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
、
最
も
此
の
要
點
に
注
意
し
成
る
べ
く

卑
野
な
ら
ぬ
近
代
の
言
を
採
り
用
う
る
こ
そ
よ
け
れ
、
如
何
に
雅
言

な
れ
ば
と
て
強
ち
に
古
書
の
語
を
使
ふ
は
笑
ふ
べ
き
僻
事
な
り
。
自

ら
は
雅
言
な
り
と
心
得
た
る
こ
と
ば
も
世
移
り
物
換
わ
り
て
、
今
は

早
や
無
下
の
俗
語
と
な
れ
る
も
多
か
る
べ
し
。
且
す
べ
て
詩
歌
と
い

ふ
も
の
殊
に
讃
美
歌
な
ど
は
聞
く
人
に
解
し
易
き
を
要
す
。
古
今
集

國
歌
の
部
に
、
甲
斐
が
根
を
さ
や
に
も
見
し
か
け
ゝ
れ
（
心
）
な
く

云
々
と
あ
る
が
如
き
を
見
て
も
知
る
べ
し
。
甲
斐
の
國
歌
と
し
て
民

間
に
流
布
せ
し
め
ん
に
は
心
字
を
訓
て
け
ゝ
れ
と
爲
さ
ゞ
る
べ
か
ら

ず
。
言
は
ゞ
け
ゝ
れ
は
甲
斐
の
雅
言
な
り
と
す
る
も
可
な
り
。
古
來

吾
邦
の
歌
人
に
し
て
國
歌
の
う
ち
に
顯
は
れ
た
る
此
眞
理
を
會
得
し

た
ら
ま
し
か
ば
詩
歌
の
進
歩
今
ま
で
に
著
し
か
り
な
る
べ
し
。

　

第
二　

吾
邦
の
言
語
發
音
の
風
は
極
め
て
平
滑
に
し
て
抑
揚
に
乏

し
。
故
に
一
句
を
五
文
字
若
く
は
七
文
字
よ
り
多
く
な
す
と
き
は
句

調
甚
だ
惡
し
。
是
れ
五
文
字
七
文
字
の
慣
例
を
起
せ
る
一
原
因
な
ら
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ん
か
。
然
し
何
づ
れ
の
場
合
に
て
も
必
ら
ず
此
の
制
に
從
は
ざ
る
べ

か
ら
ず
と
す
る
は
膠
柱
の
論
な
る
べ
し
、
時
に
よ
り
て
は
他
の
方
法

を
用
う
る
も
苦
し
か
ら
ず
と
す
。
成
る
程
今
の
讃
美
歌
の
う
ち
に
言

の
稍
雅
に
し
て
優
な
る
も
の
は
唯
五
七
の
數
首
な
る
が
如
く
思
ふ

べ
け
れ
ど
、
實
際
に
つ
き
て
見
れ
ば
、
八
八
、八
六
等
の
句
に
し
て

五
七
に
優
れ
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
故
に
讃
美
歌
を
す
べ
て
五
七
に

爲
さ
ん
と
欲
す
る
は
余
の
興
み
し
難
き
論
な
り
。

　

第
三　

然
か
れ
ど
も
五
七
の
體
に
作
る
の
最
も
容
易
な
る
は
敢
て

論
を
待
た
ず
。
故
に
此
體
に
適
へ
る
種
々
の
調
子
を
新
創
す
る
は
目

下
の
急
務
な
り
と
す
。
近
頃
流
行
す
る
今
樣
の
節
の
ご
と
き
は
讃
美

歌
に
最
も
不
似
合
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
余
之
を
米
人
フ
ル
ベ
ッ
キ
氏

に
聞
く
に
五
七
の
調
に
て
も
隨
分
西
洋
の『
オ
ウ
ル
ド
、ハ
ン
ド
レ
ッ

ド
』『
コ
ロ
ネ
シ
ョ
ン
』、『
オ
ウ
タ
ム
』
等
の
如
き
、
或
ひ
は
正
大

嚴
肅
に
し
て
人
を
し
て
襟
を
正
さ
し
め
、
或
ひ
は
悲
壯
慷
慨
に
し
て

感
涙
を
催
ふ
さ
し
む
る
調
子
を
新
創
す
る
こ
と
を
得
可
し
と
。
果
し

て
然
ら
ば
余
輩
の
最
も
喜
ぶ
と
こ
ろ
な
り
。

　

第
四　

五
七
と
は
文
字
の
五
七
と
心
得
べ
か
ら
ず
即
は
ち
音
の

五
七
を
い
へ
る
な
り
、
八
八
其
他
の
體
製
亦
同
じ
。
ヨ
ル
ダ
ン
は
三

音
よ
り
成
れ
る
も
の
な
る
を
文
字
の
數
に
泥
み
て
四
つ
と
做
し
之
を

歌
う
と
き
に
至
り
て
ヨ
ル
ダ
ー
ン
な
ど
い
ふ
は
最
も
聞
苦
し
。
お
よ

そ
今
日
の
詠
歌
に
は
此
の
誤
謬
最
も
多
く
見
え
た
り
。

　

第
五　

讃
美
歌
の
完
成
は
一
人
の
手
に
出
る
こ
と
を
望
む
べ
か
ら

ず
、
多
く
の
人
折
に
觸
れ
感
ず
る
所
あ
る
に
從
ひ
て
、
情
を
歌
に
述

べ
そ
の
秀
逸
な
る
を
編
輯
す
る
を
最
も
良
策
と
す
。
今
日
の
如
く
一

人
し
て
一
巻
の
讃
美
歌
を
作
れ
り
な
ど
と
い
ふ
の
は
不
都
合
と
い
は

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
や
基
督
信
徒
は
僅
々
六
千
人
に
な
り
と
い
へ
ど

も
中
に
は
歌
よ
む
人
少
な
か
ら
ず
。
若
し
斯
の
人
々
心
を
合
は
せ
て

其
の
靈
魂
の
所
思
所
感
を
讃
美
歌
に
述
べ
、
之
を
『
毎
週
新
報
』
若

し
く
は
『
福
音
新
報
』
に
載
せ
て
江
湖
に
示
さ
れ
な
ば
至
極
の
便
利

と
謂
う
べ
し
。
此
を
取
捨
編
輯
す
る
は
世
必
ら
ず
其
人
に
乏
し
か
ら

ず
、
彼
の
大
會
委
員
の
若
き
己
に
之
を
期
望
す
る
者
あ
ら
ん
。
新
聞

上
公
示
す
る
を
好
ま
れ
ざ
る
人
は
其
の
宿
所
姓
名
を
附
記
し
、
東
京

麹
町
區
一
番
町
七
番
地
友
人
奥
野
昌
綱
氏
宅
ま
で
寄
送
せ
ら
し
。
咀

眞
居
士
謹
ん
で
白
す
（
ル
ビ
省
略
）

　こ
こ
で
植
村
正
久
は
編
集
の
必
要
性
、
近
体
詩
、
七
五
調
に
つ
い
て
述

べ
、
特
に
讃
美
歌
で
は
七
五
調
は
文
字
で
は
な
く
音
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。

こ
の
植
村
の
発
言
の
中
に
は
、
単
に
そ
の
時
採
択
さ
れ
て
い
た
讃
美
歌

編
集
の
た
め
の
提
言
の
み
な
ら
ず
「
こ
と
ば
」
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
る
べ
き
か
と
い
う
現
代
に
も
通
じ
る
問
題
も
含
ま
せ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
「
考
案
」
の
う
ち
ミ
ー
タ
ー
（
詩
形
）
に

関
す
る
発
言
は
、
日
本
人
が
近
代
と
い
う
枠
組
み
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て

再
認
識
し
た
「
日
本
的
な
る
も
の
」
を
垣
間
見
る
よ
う
で
興
味
深
い
。
来

日
し
た
宣
教
師
と
そ
の
協
力
者
で
あ
る
日
本
語
教
師
が
、
ミ
ー
タ
ー
と
そ

の
曲
の
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
作
業
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
日
本
的
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な
詩
形
と
い
う
も
の
を
見
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
く
し
て

「
一
音
符
に
一
音
を
」
を
意
味
す
る
発
言
が
あ
り
え
た
だ
ろ
う
か
。
現
在

で
は
歌
を
歌
う
上
で
自
明
な
こ
と
が
こ
こ
に
お
い
て
確
立
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

彼
が
「
考
案
」
の
第
一
に
か
か
げ
、
も
っ
と
も
多
く
紙
面
を
さ
い
て
論

じ
て
い
る
「
こ
と
ば
の
選
択
」
と
い
う
問
題
は
、「
こ
と
ば
」
を
文
化
の

中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
と
い
う
「
雅
俗
」
と
い
う
考
え

方
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
と
は
彼
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
者
の
言
に
よ
る
も
の
で
も
、
古
書

や
、
そ
の
言
葉
の
来
歴
に
よ
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
言
葉
を
選
択
す
る

か
ど
う
か
は
、
ま
さ
に
近
代
を
生
き
る
こ
の
時
代
の
人
間
自
身
が
決
め
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。
彼
の
そ
の
論
調
は
、
旧
弊
を
否
定
し
、
近
代
化
を
強

く
望
む
も
の
の
典
型
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、彼
の
投
げ
か
け
た
問
題
は
、

時
代
を
経
て
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
も
つ
ね
に
課
さ
れ
て
い
る
問
題

で
あ
ろ
う
。「
考
案
」
の
「
第
五
」
で
彼
が
述
べ
て
い
る
考
え
は
、
み
ご

と
に
『
新
撰
讃
美
歌
』
に
生
か
さ
れ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
来
歌

わ
れ
て
き
た
讃
美
歌
の
集
大
成
に
な
る
こ
と
な
く
、
そ
の
内
容
の
多
く
を

い
わ
ば
新
作
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
人
の
主
観
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら

れ
た
讃
美
歌
集
に
な
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
英
知
を
集
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
六
〇
〇
〇
人
も
の
信
徒
の
心
を
み
ず
み
ず
し
く
潤
す
も
の
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
讃
美
歌
の
未
来
を
見
す
え
た
意
欲
的
な
讃
美

歌
集
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
彼
が
訴
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
の

作
品
が
奥
野
昌
綱
の
所
に
寄
送
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
の
意
図

し
た
讃
美
歌
集
の
基
本
と
な
る
骨
組
み
は
、
確
実
に
『
新
撰
讃
美
歌
』
の

編
集
の
骨
子
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
植
村
正
久
の
『
新
撰
讃
美
歌
』
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
ま
だ
研
究
さ
れ
つ
く
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
後
述
す
る
歌
詞
に
お
け
る
植
村
正
久
・
奥
野
昌
綱
・
松
山
高
吉
の
三

人
と
曲
に
お
け
る
Ｇ
・
オ
ル
チ
ン
師
が
い
わ
ば
車
の
両
輪
の
よ
う
に
、
日

本
の
讃
美
歌
の
近
代
化
を
進
め
て
い
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

讃
美
歌
で
は
七
五
調
は
文
字
で
は
な
く
音
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
近
代
化
の

波
に
揺
れ
た
明
治
期
に
生
き
た
植
村
正
久
が
残
し
た
讃
美
歌
論
は
、
現
代

の
わ
れ
わ
れ
を
と
り
ま
く
も
の
を
読
み
と
く
鍵
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ

う
。植

村
正
久
が
関
わ
っ
た
、ま
た
彼
の
讃
美
歌
論
の
結
実
と
も
言
え
る『
新

撰
讃
美
歌
』
は
明
治
二
一
﹇
一
八
八
八
﹈
年
五
月
に
歌
詞
だ
け
の
版
が
、

明
治
二
三
﹇
一
八
九
〇
﹈
年
一
二
月
に
楽
譜
付
の
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ

れ
以
外
に
ロ
ー
マ
字
の
版
（
明
治
二
三
﹇
一
八
九
〇
﹈
年
一
二
月
）
と
ト

ニ
ッ
ク
・
ソ
ル
フ
ァ
ー
譜
付
の
版
（
明
治
二
四
﹇
一
八
九
一
﹈
年
一
〇
月
）

も
存
在
す
る
。

序
文
に
は
、
編
集
者
と
編
集
過
程
、
編
集
者
（
著
者
）
と
そ
の
実
務
内

容
、収
録
さ
れ
た
讃
美
歌
の
典
拠
、版
権
（
現
在
の
著
作
権
と
は
異
な
る
）、

出
版
の
目
的
、
そ
し
て
出
版
費
用
を
負
担
し
た
湯
浅
治
郎
氏
へ
の
謝
辞
が

書
か
れ
て
い
る
。
植
村
正
久
は
委
員
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
序
文
に
、
編
集
者
（
著
者
）
の
実
務
内
容
で
は
、
植
村
正
久
・
奥

野
昌
綱
・
松
山
高
吉
の
三
人
が
主
と
し
て
編
集
を
担
当
し
た
こ
と
と
、
Ｇ
・
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オ
ル
チ
ン
師
の
音
楽
（
楽
譜
）
の
編
集
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼

は
日
本
人
の
音
程
に
合
わ
せ
る
た
め
に
約
一
〇
〇
曲
の
キ
ー
を
下
げ
た
。

こ
の
楽
譜
校
正
に
は
オ
ル
チ
ン
夫
人
に
よ
る
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

収
録
さ
れ
た
讃
美
歌
は
、（
一
）
一
致
教
会
の
『
讃
美
歌　

全
』、
組
合

教
会
の
『
讃
美
歌
并
楽
譜
』（
重
複
を
除
き
七
二
曲
）。（
二
）
許
諾
を
得

た
他
の
教
派
の
讃
美
歌
集（『
聖
公
会
歌
集
』、メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
系
の
『
基

督
教
聖
歌
集
』と
重
複
を
除
き
三
一
曲
）。（
三
）英
語
讃
美
歌
か
ら
の
翻
訳
。

（
四
）
委
員
に
よ
る
新
作
。
こ
の
う
ち
（
三
）（
四
）
が
最
も
多
い
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
翻
訳
に
植
村
正
久
が
関
わ
っ
て
い
た
。

明
治
二
二
年
に
『
大
日
本
国
憲
法
』
が
発
布
さ
れ
、『
新
撰
讃
美
歌
』

が
刊
行
さ
れ
た
。
明
治
二
三
年
に
『
教
育
勅
語
』
が
発
布
さ
れ
、
日
本
が

国
家
主
義
、
国
粋
主
義
の
方
向
を
め
ざ
す
事
に
な
り
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教

会
で
は
一
致
教
会
と
組
合
教
会
に
よ
る
教
派
合
同
が
明
治
二
三
年
四
月
八

日
、
失
敗
に
お
わ
る
と
い
う
時
代
背
景
の
中
で
こ
の
讃
美
歌
集
は
生
ま
れ

た
。
明
治
二
一
年
五
月
に
歌
詞
の
み
の
版
が
出
版
さ
れ
た
頃
合
同
問
題
が

進
行
中
で
、
植
村
正
久
も
組
合
、
一
致
教
会
合
同
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。

日
本
人
と
し
て
歌
い
に
く
い
は
ず
の
三
拍
子
の
曲
も
多
く
、
曲
だ
け
の

レ
ベ
ル
で
い
え
ば
現
在
ま
で
出
版
さ
れ
た
讃
美
歌
集
で
最
も
レ
ベ
ル
の
高

い
讃
美
歌
集
と
考
え
ら
れ
る
。
別
所
梅
之
助
は
「
な
に
せ
よ
、『
新
撰
讃

美
歌
』
あ
っ
て
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
は
じ
め
て
讃
美
歌
ら
し
い

歌
集
を
得
た
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
16
。

ま
た
、
新
体
詩
に
対
し
形
式
的
、
ロ
ー
マ
ン
主
義
的
、
恋
愛
至
上
主
義

的
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
文
学
的
評
価
も
高
い
。

　

文
学
（
詩
壇
）
と
の
関
連
で
笹
淵
友
一
氏
は
『
礼
拝
と
音
楽
﹇
季
刊
﹈』

第
２
号
の「
特
集　

日
本
の
讃
美
歌
」の
中
で「『
新
撰
讃
美
歌
』に
つ
い
て
」

を
執
筆
し
、
次
の
よ
う
に
『
新
撰
讃
美
歌
』
を
位
置
付
け
て
い
る
17
。

　

わ
が
讃
美
歌
史
は
大
体
四
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
―
略
―

以
上
四
期
の
中
で
第
二
期
は
近
代
詩
史
の
草
創
期
に
当
た
り
、「
新

体
詩
抄
」（
明
治
一
五
年
）
以
後
近
代
詩
へ
の
試
み
が
つ
づ
け
ら
れ

て
い
た
。
第
二
期
の
讃
美
歌
は
こ
の
詩
壇
の
機
運
と
多
少
の
関
連
を

有
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
し
か
も
そ
の
成
果
に
お
い
て
は
詩
壇
を
数

歩
先
ん
じ
て
お
り
、
詩
壇
に
影
響
を
与
え
た
も
の
も
あ
る
。

　

こ
の
期
を
代
表
す
る
も
の
は
―
略
―
中
で
も
と
く
に
重
要
な
の

は
「
新
撰
讃
美
歌
」
で
あ
る
。
―
略
―

　

本
集
は
別
所
梅
之
助
が
示
唆
し
た
よ
う
に
讃
美
歌
史
に
一
期マ
マ

を
画

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
詩
壇
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

詩
壇
と
の
距
離
が
最
も
近
接
し
か
つ
こ
れ
に
数
歩
を
先
ん
じ
て
近
代

詩
の
行
手
に
新
領
域
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
を
証
明
す
る
の
は
本
集
と
藤
村
詩
と
の
関
係
で
あ
る
。

藤
村
と
植
村
正
久
の
関
係
は
冒
頭
で
触
れ
た
が
、
植
村
正
久
は
英
文
学

を
研
究
し
、
詩
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。『
新
撰
讃
美
歌
』
の
ど
の
部

分
の
編
集
を
担
当
し
た
か
は
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
歌
詞
の
部
分
で
の
役
割
が
大
で
あ
っ
た
と
想
像
に
難
く
な
い
。

な
お
、『
新
撰
讃
美
歌
』
の
装
丁
に
は
ク
ロ
ス
、
皮
、
折
皮
等
が
あ
り
、
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書
籍
の
装
丁
で
も
他
の
詩
歌
の
書
籍
と
一
線
を
画
し
て
い
た
。
こ
の
装
丁

に
関
し
て
小
川
和
佑
氏
は
『
文
明
開
化
の
詩
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
18
。

　

こ
の
四
六
判
、
背
丸
総
皮
装
、
金
箔
押
の
楽
譜
付
の
本
格
讃
美
歌

集
で
あ
っ
た
。
こ
の
見
事
な
洋
装
本
は
当
時
、
ま
た
完
全
な
洋
本
装

幀
が
少
な
か
っ
た
時
代
に
『
新
撰
讃
美
歌
』
そ
の
も
の
が
キ
リ
ス
ト

者
で
な
く
て
も
、
こ
の
一
冊
の
手
触
り
が
「
近
代
」
そ
の
も
の
を
感

じ
さ
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
がマ
マ

。
和
本
装マ
マ

の
『
新
體
詩
抄
』（
そ
の

再
販
本
は
木
版
本
で
あ
っ
た
）
と
並
べ
て
見
れ
ば
、
こ
の
一
冊
の
具

現
し
た
西
洋
が
第
二
の
文
明
開
化
で
あ
っ
た
鹿
鳴
館
の
時
代
の
直
後

に
置
か
れ
て
い
る
歴
史
的
時
間
と
考
え
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
が
明
治

二
〇
年
代
の
日
本
の「
近
代
」と
い
う
も
の
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
が
実
感
と
し
て
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

『
新
撰
讃
美
歌
』
は
文
学
、
音
楽
、
日
本
の
近
代
化
と
い
う
も
の
の
先

端
を
歩
ん
で
い
た
。
し
か
し
編
集
に
関
わ
っ
た
植
村
正
久
は
、
こ
れ
以
後

明
治
二
七
年
讃
美
歌
編
集
委
員
に
選
出
さ
れ
る
が
19
、
五
教
派
共
通
の
明

治
三
六
年
版
『
讃
美
歌
』
に
は
彼
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
な
い
。『
讃
美

歌
』
を
編
集
す
る
上
で
の
資
金
を
め
ぐ
っ
て
宣
教
師
と
の
間
で
争
い
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
讃
美
歌
編
集
委
員
を
辞
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
20
。

植
村
正
久
に
は
讃
美
歌
論
や
『
新
撰
讃
美
歌
』
の
編
集
ば
か
り
で
な
く
、

讃
美
歌
に
関
す
る
論
文
、
記
事
、
エ
ッ
セ
イ
を
多
数
残
し
て
い
る
。『
植

村
正
久
と
其
の
時
代
』
に
は
讃
美
歌
に
関
す
る
一
章
が
存
在
し
、
日
本
の

讃
美
歌
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
こ
こ
で
讃
美
歌

と
唱
歌
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
21
。

植
村
正
久
は
讃
美
歌
と
唱
歌
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

當
時
の
文
部
省
か
ら
音
樂
の
取
り
調
べ
の
た
め
に
米
国
に
派
遣
さ

れ
た
役
人
（
伊
澤
修
二
氏
で
あ
つ
た
ら
う
）
が
連
れ
歸
つ
た
所
謂
文

部
省
お
雇
ひ
の
音
樂
教
師
は
メ
エ
ソ
ン
と
言
つ
て
基
督
教
の
熱
信
者

で
、
其
の
日
本
の
小
学
兒
童
に
歌
は
せ
た
唱
歌
の
多
く
は
、
讃
美
歌

な
ど
の
譜
其
の
ま
ゝ
若
く
は
少
し
く
作
り
更
へ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

其
の
副
産
と
し
て
小
學
校
で
教
育
さ
れ
た
人
た
ち
が
基
督
教
の
讃
美

歌
を
同
じ
や
う
に
容
易
く
、
或
ひ
は
も
つ
と
巧
く
、
歌
ひ
得
る
や
う

に
な
つ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
基
督
教
の
傳
道
に
は
至
極
便
利
な
結

果
で
あ
る
。（
ル
ビ
省
略
）「
今
昔
の
感
」『
福
音
新
報
』（
大
正
一
三

﹇
一
九
二
四
﹈
年
八
月
22
）

　

日
本
の
基
督
者
が
外
國
風
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
更
に
發
展
し
て
オ

ル
ガ
ン
等
を
使
用
し
始
め
て
か
ら
程
を
經
て
當
時
の
文
部
省
は
外
國

の
音
樂
家
を
雇
ひ
入
れ
て
、
漸
く
唱
歌
を
教
え
始
め
た
。
其
の
多
く

は
米
國
に
行
は
れ
る
讃
美
歌
と
同
じ
譜
で
あ
っ
た
。
當
時
の
基
督
者

は
小
學
校
の
唱
歌
を
聽
い
て
其
の
未
熟
な
る
を
氣
の
毒
に
思
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。
然
し
近
年
は
餘
程
發
達
進
歩
し
て
教
會
の
音
樂
が
、
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ヘボン塾と明治の讃美歌

ミ
ツ
シ
ヨ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
援
助
で
も
な
け
れ
ば
世
間
の
唱
歌
に
劣

る
や
う
な
こ
と
に
な
つ
た
。
世
の
中
は
随
分
變
る
も
の
で
あ
る
。
此

の
こ
と
を
考
え
る
と
外
に
も
れ
之
に
類
し
た
例
が
あ
る
。
基
督
者
の

自
ら
省
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ら
う
。
然
し
近
來
は
如
何
な
る
片
田

舎
に
傳
道
し
て
も
往
時
と
違
つ
て
傳
道
者
の
歌
ひ
出
す
讃
美
に
奇
異

の
思
ひ
を
爲
し
た
り
噴
飯
し
た
り
す
る
も
の
は
一
人
も
な
い
。
反
つ

て
み
な
基
督
者
の
集
會
で
あ
る
か
の
如
く
、
之
に
和
し
て
屡
々
上
手

に
歌
ふ
。
又
以
て
基
督
教
興
隆
の
瑞
相
と
も
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

『
福
音
新
報
』（
大
正
一
〇
﹇
一
九
二
一
年
一
一
月
23
）

植
村
正
久
は
キ
リ
ス
ト
教
の
音
楽
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
基
督
教
徒
の
讃
美
歌
と
オ
ル
ガ
ン
は
新
音
樂
に
お
け
る
西
洋
音
樂
の
先

驅
な
り
。
文
部
省
の
音
樂
學
校
を
設
く
る
や
、
其
基
督
教
信
徒
の
音
樂
は

こ
れ
に
對
し
て
數
年
の
長
者
た
り
。
彼
我
の
長
短
を
比
ぶ
れ
ば
基
督
教
徒

は
そ
の
優
者
に
て
あ
り
き
24
」。

植
村
正
久
は
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る

が
、
ヘ
ボ
ン
塾
で
歌
わ
れ
て
い
た
讃
美
歌
は
時
代
を
経
て
、
学
校
教
育
の

唱
歌
の
曲
に
も
採
用
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
場
か
ら
公
共
の
教

え
の
場
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
明
治
期
の
讃
美
歌
は
教
育
ば
か

り
で
な
く
、
文
学
、
音
楽
、
日
本
の
近
代
化
と
い
う
も
の
の
先
端
を
歩
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。

註1　

横
浜
市
歴
史
博
物
館
・
横
浜
開
港
資
料
館
編
『
製
造
元
祖　

横
浜
風

琴
洋
琴
も
の
が
た
り
』（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
・
㈶
横
浜
市
ふ
る
さ
と

歴
史
財
団　

二
〇
〇
四
年
一
月
）、
六
〜
七
頁
。

2　

高
谷
道
男
編
訳
『
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
書
簡
集
』（
日
本
基
督
教
団
出

版
局　

一
九
六
五
年
一
一
月
）、
一
二
一
頁
。

3　

Ｇ
・
オ
ル
チ
ン
著
、
手
代
木
俊
一
訳
「
日
本
に
お
け
る
讃
美
歌
」『
讃

美
歌
・
聖
歌
と
日
本
の
近
代
』（
音
楽
之
友
社　

一
九
九
九
年
一
一
月
）、

三
一
八
頁
。

4　

 

上
田
貞
治
郎
他
編
『
ゴ
ー
ブ
ル
訳
摩
太
福
音
書
複
製
本
』
附
帯
記
録

（
大
阪　

上
田
文
庫　

一
九
三
八
年
）、
三
〇
〜
三
一
頁
。
こ
の
ロ
ー
マ

字
書
き
讃
美
歌
に
訂
正
を
加
え
た
も
の
を
掲
載
し
た
。

5　

 

《
ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
》
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
横
浜
に
お
け
る
最

初
の
日
本
語
讃
美
歌
《
ヨ
キ
土
地
ア
リ
マ
ス
》
を
め
ぐ
っ
て
」『R

EED
 

O
R

G
A

N
 R

ESEA
R

C
H

』N
o

. 2

（
平
成
一
三
﹇
二
〇
〇
一
﹈
年
六
月
）、

一
〜
一
〇
頁
、
及
び
「
英
語
讃
美
歌
か
ら
日
本
語
讃
美
歌
へ

｜

明
治
初

期
ゴ
ー
ブ
ル
に
よ
る
翻
訳
を
中
心
に
」『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
異
文
化
交

流　

そ
の
世
界
史
的
意
義
』（
明
治
書
院　

二
〇
〇
四
年
三
月
）、
九
九

〜
一
一
四
頁
参
照
。

6　

 

Ｇ
・
オ
ル
チ
ン
著
、
手
代
木
俊
一
訳
「
日
本
に
お
け
る
讃
美
歌
」『
讃

美
歌
・
聖
歌
と
日
本
の
近
代
』（
音
楽
之
友
社　

一
九
九
九
年
一
一
月
）、

三
二
一
頁
。

7　
 

Ｇ
・
オ
ル
チ
ン
著
、
手
代
木
俊
一
訳
「
日
本
に
お
け
る
讃
美
歌
」『
讃

美
歌
・
聖
歌
と
日
本
の
近
代
』（
音
楽
之
友
社　

一
九
九
九
年
一
一
月
）、

三
二
一
頁
。
原
文
は
、tam

o
sh

ii,

に
な
っ
て
い
る
。
誤
植
で
あ
ろ
う
。

『﹇
讃
美
歌
﹈（
高
木
玄
眞
筆
写
本
）』
に
同
様
の
讃
美
歌
が
あ
る
が
、「
と

お
く
」
が
「
徳
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
以
外
を
引
用
し
た
。
拙
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論
「﹇
讃
美
歌
﹈（
高
木
玄
眞
筆
写
本
）」『
讃
美
歌
・
聖
歌
と
日
本
の
近
代
』

（
音
楽
之
友
社　

一
九
九
九
年
一
一
月
）、
四
八
〜
七
七
頁
。

8　

村
岡
典
嗣
著
「
漢
訳
聖
書
源
流
考
」『
増
訂
日
本
思
想
史
研
究
』（
岩

波
書
店　

一
九
四
〇
年
十
月
）、
四
六
一
頁
が
こ
の
件
に
関
す
る
初
出
。

9　

高
徳
（
ゴ
ダ
ー
ド
）
訳
『
聖
経
新
遺
詔
全
書
』（
寧
波
北
門
羅
宅
蔵

版　

一
八
五
三
年
）。Jo

siah
 G

o
d

d
ard

（
一
八
一
三
〜
一
八
五
四
）

ア
メ
リ
カ
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
海
外
伝
道
会
宣
教
師
に
よ
る
漢
訳
聖
書
。

一
八
二
二
年
英
国
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
宣
教
師
マ
ー
シ
マ
ン
（M

arsh
im

an
, 

J 

）
ら
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
・
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル
で
発
行
さ
れ
た
漢
訳
旧
約
聖

書
に
基
づ
い
て
改
訳
さ
れ
た
聖
書
。
川
島
第
二
郎
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ
ー

ブ
ル
訳
﹇
摩
太
福
音
書
﹈
の
研
究
』（
明
石
書
店　

一
九
九
三
年
九
月
）、

四
二
頁
、村
岡
典
嗣「
漢
訳
聖
書
源
流
考
」『
増
訂
日
本
思
想
史
研
究
』（
岩

波
書
店　

一
九
四
〇
年
十
月
）、
四
四
八
〜
四
四
九
頁
。

10　

婢
治
文
（
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
）・
克
陛
存
（
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
）
訳
『
耶

蘇
基
督
救
世
主
新
約
全
書
』（
上
海　

美
華
書
館
、
一
八
五
九
年
）。Eli-

jah
 C

o
lem

an
 B

rid
gm

an

（
一
八
〇
一
〜
一
八
六
一
）
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
中
国
宣
教
師
、M

ich
ael Sim

p
so

n
 C

u
llb

ertso
n

（
一
八
一
九

〜
一
八
六
二
）
ア
メ
リ
カ
長
老
派
中
国
宣
教
師
に
よ
る
漢
訳
聖
書
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
国
語
聖
書
の
翻
訳
は
十
九
世
紀
始
め
に
マ
ー
シ
マ

ン
（M

arsh
im

an
, J.

）、
モ
リ
ソ
ン
（M

o
rriso

n
, R

.

）
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
る
が
、
一
八
四
三
年
香
港
に
英
米
宣
教
師
が
集
ま
り
、
合
同
翻
訳
事

業
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
新
約
聖
書
は
一
八
五
二
年
に

出
版
さ
れ
る
が
英
米
宣
教
師
の
中
で
訳
語
の
選
定
で
意
見
の
一
致
を
見

る
こ
と
が
で
き
ず
二
つ
の
版
を
作
る
こ
と
で
妥
協
し
た
。
新
約
出
版
後
、

旧
約
の
翻
訳
に
入
っ
て
英
国
側
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
メ
ド

ハ
ー
ス
ト
（M

ed
h

u
rst, W

. H
.

）、
ミ
ル
ン
（M

iln
e, W

. C
.

）
等
が
脱
会

し
て
独
自
の
翻
訳
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
米
国
側
は
右
記
二

名
を
中
心
と
し
て
翻
訳
を
す
す
め
一
八
五
九
年
に
新
約
を
、
一
八
六
二

な
い
し
六
三
年
に
旧
約
聖
書
を
発
行
し
た
。
中
心
人
物
で
あ
る
二
名
の

名
前
を
冠
し
て
「
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
・
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
訳
」
と
呼
ば
れ
る
。

川
島
第
二
郎
『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ
ー
ブ
ル
訳
﹇
摩
太
福
音
書
﹈
の
研
究
』

（
明
石
書
店　

一
九
九
三
年
九
月
）、
四
四
頁
、
村
岡
典
嗣
「
漢
訳
聖
書

源
流
考
」『
増
訂
日
本
思
想
史
研
究
』（
岩
波
書
店　

一
九
四
〇
年
十
月
）、

四
五
六
〜
四
六
一
頁
。

11　

 

青
木
美
穂
著
「
藤
村
詩
と
讃
美
歌
〈
逃
げ
水
〉〈
月
光
〉」『
青
山
語
文
』

（
青
山
学
院
日
本
文
学
会　

一
九
九
〇
年
三
月
）、
八
四
〜
九
五
頁
。

12　

 

現
在「
島
崎
藤
村
と
讃
美
歌
」を
執
筆
中
で
あ
る
。『
礼
拝
音
楽
研
究
』

第
一
一
号
（
キ
リ
ス
ト
教
礼
拝
音
楽
学
会　

二
〇
一
二
年
三
月
）
掲
載

予
定
。

13　

 

『
植
村
全
集
（
第
五
巻
﹇
教
会
篇
﹈）』（
植
村
全
集
刊
行
会　

一
九
三
三
年
二
月
）、
四
一
三
〜
四
一
八
頁
。

14　

佐
波
亘
篇
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
（
第
四
巻
）』（
教
文
館　

一
九
三
八
年
八
月
）
三
七
九
〜
四
五
二
、七
一
一
〜
七
一
七
頁
、『
植
村

全
集（
第
五
巻
﹇
教
会
篇
﹈）』（
植
村
全
集
刊
行
会　

一
九
三
三
年
二
月
）、

四
四
八
、四
七
三
〜
四
七
六
頁
、『
植
村
正
久
著
作
集
三
』（
新
教
出
版

社　

一
九
六
六
年
六
月
）、
三
七
七
〜
四
〇
四
頁
。

15　

 

『
東
京
毎
日
週
報
』
に
は
植
村
正
久
の
記
名
が
な
い
。『
植
村
全
集
』

に
殆
ど
ル
ビ
が
省
略
さ
れ
た
同
文
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
掲
載

し
た
。

16　

別
所
梅
之
助
著
「
日
本
の
讃
美
歌
に
つ
い
て
」『
讃
美
歌
物
語
』
マ

ク
ネ
ア
共
著
（
警
醒
社　

一
九
一
七
年
六
月
）、
一
六
頁
。

17　

笹
淵
友
一
著
「
新
撰
讃
美
歌
に
つ
い
て
」『
礼
拝
と
音
楽
﹇
季
刊
﹈』

第
二
号
（
一
九
七
四
年
八
月
）、
四
〜
六
頁
。

18　

小
川
和
佑
著
「
詩
の
な
か
の
精
神
史
」『
文
明
開
化
の
詩
』（
叢
文
社



﻿
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ヘボン塾と明治の讃美歌

　

一
九
八
〇
年
十
月
）、
一
八
一
頁
。

19　

 
青
芳
勝
久
著
、
渡
辺
省
三
訳
『
謙
堂
・
植
村
正
久
・
物
語
』（
キ
リ

ス
ト
教
図
書
出
版
社　

一
九
九
七
年
十
二
月
）、
二
九
〇
頁
。

20　

佐
波
亘
篇
『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
（
第
四
巻
）』（
教
文
館

一
九
三
八
年
八
月
）、
四
〇
七
頁
。

21　

前
掲
書
、
三
七
九
〜
四
五
二
頁
。

22　

前
掲
書
、
三
九
一
〜
三
九
二
頁
。

23　

前
掲
書
、
三
八
二
頁
。

24　

前
掲
書
、
七
一
三
頁
。


